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2018年 4月に武蔵野大学に着任して、はや 2年が経過しようとしている。東京大学に 23
年間務めた後で、大きな環境の変化であった。最初は戸惑うことが多々あったが、教養教育
部長の小川桂一郎先生が親身にアドバイスをしてくれるおかげで、そして私自身が生来楽観
的な性分なのか、ほどなく自分のペースが出来てきた。教育面では、ある程度予期していた
通りだったので、それほどの驚きはなかった。国立大学に勤める前に、私立の東洋大学に 4
年間勤務していた経験があり、私学の雰囲気は分かっていたからである。ただ、学術研究と
いう面で、いままでにない変化を感じて、いまもその動揺の中にいる。というのも、東洋大
学、東京大学と、私はずっと文学部哲学研究室に所属してきたのだが、武蔵野大学には哲学
研究室なるものは存在せず、教養教育としての哲学を担う教員として教養教育部会に属する
ことになったからである。
何が違うかというと、なにより武蔵野大学の建学精神教育を担う仏教学・真宗学の先生方
がたくさんいらっしゃるという点である。どうしても、おのずから浄土真宗の話しなどに至
る。私自身、アマチュアながら日本の中世史に大変強い関心を抱いているので（私の最大の
ヒーローは足利尊氏である）、蓮如上人とか、西本願寺と東本願寺の違い、といった話題に
言及することが多くなり、徐々に親鸞、真宗、そして仏教一般が私自身の思考空間の前面に
少しずつ現れてくるようになってきた。加えて、武蔵野大学全体のスキームからして、木曜
礼拝とか日曜講演会という形で、仏教文化研究所などが運営する会にて話しをする機会が私
にも与えられることになった。さらに、大学院でも仏教学専攻の学生に接する機会が格段に
増えた。実際、私は日曜講演会では「因果と応報」という、仏教思想との連関を暗示するよ
うな表題で話をしたのである。その際には、西本照真学長先生そして田中教照学院長先生も
聞きに来てくださり、かなり緊張した。
むろん、私が話しをしたり講義をしたりと言っても、仏教についての話しをすることが期
待されているわけではないし、実際、私はそうした分野の専門家ではないので、その領域に
踏み込んで話しをするのは、学問的誠実さという意味で、むしろ控えるのが筋である。あく
まで私は、西洋哲学的な研究と講義を期待されているのである。けれども、学問研究という
のは、実は個々人が内観的な領域でのみ展開する孤立した活動なのではなく、人間の他の活
動とまったく同様に、他者との交わり・交差のなかで、環境的に遂行されていくものなので
ある。武蔵野大学の仏教学に基づいた学問的環境が、私の研究に少しずつ影響を与えつつあ
ることを、自分自身感じ取っている。それはまだあからさまに表に出てきているわけではな
いが、メンタリティという点で、そういう感覚が私自身の中で密かに胚胎されつつあるので
ある。
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このことは、2018年 12月に、京都の龍谷大学の龍谷哲学会に招かれて講演をした、と
いう経験によって一層促進されたように思う。いうまでもなく、龍谷大学は武蔵野大学の兄
弟校であり、とくに私が招かれた文学部は、武蔵野大学の建学の母体である西本願寺に接し
た場所にある。龍谷哲学会の翌日、よい機会なので、西本願寺を案内していただいた。野外
能舞台、白書院、飛雲閣、そして新撰組屯所跡など、見所一杯であり、その歴史的重厚さに
圧倒されたものである。いろいろなご縁で、大谷光真前門様とお茶をご一緒する機会を得る
こともできた。武蔵野大学にいることでおのずと囲まれる、こうした学問的環境が私に影響
しないことはむしろ考えられないのである。今後、このような環境と、私自身のこれまでの
研究の来歴とが、どのような融合を果たしていくのか。それは私にも分からないが、大いに
胸がわくわくしている。
今年度、長い間教養教育部会にて教鞭を執られたピーター・オコーノ先生が定年でご退職
される。オコーノ先生とは、私自身がアイルランドの哲学者ジョージ・バークリについて卒
業論文を書いたという事実に絡めて、アイルランドのことで話しかけて以来、ときどきお話
をいただいてきた。今回も重厚な論考を発表されていて、まだまだ研究意欲盛んであること
が伝わってくる。アイルランドの話をしてくださる先生がおられなくなることは少し寂しい
が、今後も変わらぬご活躍を祈念して、ご定年をお祝いしたいと思う。
